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要 旨・ ζ れまでカラマツ材はセメントのi頁化不良をおこすため2 木もセメント板の原料としては

忌避されていたが9 間伐材の利用開発を図るため，材料条引の明らかな原料を対象l乙実際の工場の

A般的な条1'1で製造尖験を行い，セメント硬化障害，木主長の出 If強さにおよ lます影響，製品の男tt燃

性などについて検討した。

カラマツ間伐材は 14 年生で，比較に用いたアカマツは 20~80 年生である。なお，硬化防害となる

多糖類の冒は 40 年/tのカラ 7 ツ心材で 51. 5 mg!g であるのに対し，日\]伐材〔辺心材〉では ll. 1 mg/ 

g，アカマツH (辺心材)では 5.4mgぼであった。

カラマツ lilJ伐材を用いたセメント仮の「日lげ強さはア力 7ツのそれの約 80タ6 の{直号告示したの また，

1 年|開放符後 lとlli!t造されたセメント板は， 伐係 40 日後 1<::製造されたものによtぺp 出げ強さが上昇し

ていた。これらの乙とより，カラマツガJ荷台木のセメント硬化rl~寄は I丸木ほど磁しいものではなく，

J京木のまま 1 作ほど放目することが効県[わであることがわかった。

木Cß長 22.5 cm のものは 45cm のものに比べて， 尽き，比五一の:l'cJ'-'PI:が改善され， たてとよこの

強さの't，が小さくなった今

難燃性については比1すが大きな閃子となっており， カラマツ jflJ{Jと材のセメント較は td・ 0 および残

炎の項目でp 身t燃木モセメント板としての規絡に適干しなかったの

はじめに

カラマツの間伐材の手Ij)即日売の」康として木毛セメント板への利用について検討をおこなった。従来カ

ラ 7 ツ材はセメン卜の使f七時1J子が訴しく，木毛セメント絞の原料としては，忌避されてきた。カラマツを

はじめ，種々の木はがセメントの硬化隊古をおこすことは，コンクリート~m合板や，木毛セメント板製

造の際のトラフツレとして経験されており， セメン卜便化陣宮を示す樹栂として報告されている 1)2)0 これ

らの木材のセメント硬化陣容については，セメント，7]<:，木粉系の水和熱の測定3)引，あるいは硬化物の

強さによって6)叶)検討がおとなわれている。針葉樹材による硬化問官はs 主lこ多械類によっておこるとい

われており 10)P カラマツ rþ には氷溶性多精類として3 アラビノガラクタンが合まれているととが知られて

いる 11) 0 この多私~1類の合有fE:は 3 心@辺材lとよ勺て異なり，辺材 lと比して，心材のほうが著しく多い12)。

カラマツ間伐材は幼齢で， J茨木に比して心材部分が少なし従って多糖類の合有量も少なく，セメント硬

化障害も間伐材は成木の場合より少ないものと考えられる。

これまでの実験宗規模での実験においては，カラマツ間伐材によって製造された木毛セメント板は，か

なりの強さぞ示していた加。実験室における製;仮は9 実際の工場における製造条件と p 次の 2 点l'犬きく

奨っていた。

1970年 7 月 15日受理

(1)仰木材利用部

木材利用 11 Wood Utilization--ll 
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1. 工場では木毛製造後，かなり合水率の高いままの，なまの木毛と，セメント@水とを混合して裂板

しているが，実験室では，木毛製造後，;tこ毛を乾燥して，合有水分量を一定にして，次のステッフのに移し

ていた。

2. -亡場生産の一般的形態としては2 原木材伐採後あまり 9 日を経ないで，g:::木のままでライン lこ流し

ているが，実験室で入手した材は伐木後かなりの日を経ており，生木の状態ではなかった。

上記の点を考慮して， 木実験ではラカラマツ間伐材の伐採後の経過を 40 日後と 1 年後lとして， 木モセ

メント板製造を実際の工場の一般的な製造条件の中でおこないp その性質を調ペナこ。なお同時lζ9 フ|て毛長

の違いによる均一性の改善についての実験もお ζなった。

本研究を進めるにあたって，カラマツ材中の多糖類の分析をしてくださった林産化学部の士郎恵美子氏，

難燃性試験をお ζなってくださった福井康夫氏，常に指導と協力を惜しまなかった岩下 陸氏をはじめ研

究室の皆様l乙深い謝意を表するものであります。

1. 製造実験の概要

オミ毛セメント板の製造は，実際の工場においておとなわれた。士場は，本実験をお乙なった当時におい

て， 日産 3 ， 000 枚 (15mm 換算〕の中程度の工場である。製造された木毛セメント板は次の 5 種類であ

る O

カラマツ間伐材を原料としたもの

(1 ) 伐採 40 日後に製造されたもののうちセメント畳の少ないもの

(2) (A) と同様でセメント量の多いもの

(3) 伐採約 l 年後iζ(B) とほぼ両じ条件で製造されたもの

アカマツを原料としたもので

(A) 

(B) 

(C) 

(4) (A) , (B) と同時期 !C (B) とほぼ同じ条件で製造されョネ;毛長 45cm のもの (D) 

(5) (D) と同様で，木毛長が 22.5cm のもの (E) 

(E) は/](毛長による強度， 均一性への影響を調べるためのもので， カラマツ材から製造されたもの

は，すべて木毛長 45 cm である。

2. 供試材料

2. 1 カラマツ材

群馬県沼悶営林署管内で採取した，樹齢 14 年の幼鈴木で，腕高直径は1O~15 cm，伐採は昭和幼年 7

月 28 日である。伐採後すぐに工場土場には ζ び丸太のまま放置した。

2.2 アカマツ材

標準的な木毛セメント板原料材としてアカマツをとりあげた。

茨城県新治部千代町村林試午代間試験地内に生育していたものを昭和 48 年 11 月から， 昭和 49 年 2 月

にかけて伐採し，丸太のまま試験地内ピ放置されていたものを使用した。樹齢 20~80 年のものであった。

2.3 セメント

秩父セメント KK，秩父丁e場製の平日企セメントである。
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3. 木毛セメント板の製造工程

製造一日去の担店主主zを Fig. 1 fζ示したυ

4. 製造条件

4.1 -;ド毛

二仁三巴の1;]]削は横JV!の木毛|幾でおこなわれた。 45cm あるいは 22. 5cm 1，乙王切りした丸太告水ーも機にか

け，端材はft~;}材処YIT機によってすべて水引とされた。

本ものサイズはヲ

長さ 45cm，あるいは 22.5 cm 

111m 4mm 

厚さ O.3~O. 5mm 

でilSる。

4.2 硬化促進斉IJ

MgC12 者:: ;1< 1ζ溶かして使用，濃度測定は比京によっておこなし， , セメントに対して MgC12 が 1. 5% Iと

なるように規制した。

4.3 セメント@水ゅ木毛の混合

混合は flJ 筒形の|日|転ミキサーの中でお乙なわれた。

木毛の量の規制は， ミキサー lと木毛をj主ぷベノレトコンベヤーのj返さと，ベルトコンペヤ{にのる木毛忌

とを一定lとしておこなわれた。

回転ミキサーの中にまず木もがはいり，回転する本ここ上にセメントが時間当り一定量になるように加え

られたのち， MgC12 を含んだ71<が同じように一定量， 木毛・セメント混合物のヒにふりかけられ， ょく
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混手口:きれた。

4.4 圧締，養生およびその後の処理

ホーミングを終了した木毛マットは所定の長さに切断され， ディスタンスパ{を入れて厚さ 20mm 1と

なるように 25 枚ずつ圧締， クランア。で緊締され，そのまま 25~3ぴC の多湿の養生室に 72 時間放置され

た。養生後クランプをはずし，外気中で乾燥， 182 X 91 cm の定尺lこ切断され，試験に供するまで約 3 か

月間室iiii中に積んで放置された。

4.5 木毛含水率およびセメント園水・木毛混合比率

木毛切削後， ミキサーにはいる直前の木毛の合水来は，つぎのとおりであった。

カラマツ (AおよびB) 87.6% 

カラマツ (C) 85.096 

アカマツ (Dおよび E) 80.796 

セメント， JJ<. '木毛の混合比率は計算の結果p つぎのとおりであった。

カラマツ (A)

カラ 7 ツ (B)

カラマツ (C)

アカマツ (DおよびE)

1. 6 : 2.0 : 1 

1. 7 : 2.0: 1 

1.7 : 2.0 : 1 

1.7 : 1. 9 : 1 

各製造条件ごとの製造枚数は， (A)'25(B) ・ 59 (C) .25 (D) • 129 (E) .62 であった。

5. 現IJ定および結果

5. 1 製品の重量

182X91 cm の実大セメント板のs 気乾状態〈合71<.率 12~15%) における重量を測定した。結果を Table

1 (こ示す。

5.2 厚さ， 比重

50X40cm の試験片を造り， 各試験片ごとに 6 点ずつダイヤ lレゲージで測定した(気乾状態〕。ダイヤ

ルゲージの測定端面は直径 20mm の円形で，測定荷重は約 400g であった。

j享さ測定の位置および， 182X91cm の板からの各種試験片の採取方法を Fig. 2 に示す。 Fまさ測定用

試験片の気乾重量をみかけの森積で除して，比重を求めた。測定結果を Table 2 (ζ示す。

Table 1. 実大木毛セメント板 (182 X 91 cm) の重量

羽Teight of full size wood-wool cem思nt board (182x91cm) 

試 料 j 試料の数 1 セ治郎詰Jg)
Sampl巴 Nos. of 平均値最 小 i 最 大同準偏差

loy…J...I.0 1! Averag引 Min. 1 M肌 1 S.D 水

カラマツI (A) I 22 12. 8 16. 4 20.3 1. 89 

カラマツI (B) I 48 13.3 18.0 22.0 1.75 

アカ 7 ツI (D) I 48 12.2 16.7 27.6 3. ∞ 

アピツ三戸 ~I 竺 1 2ピド.68
* S. D. : Standard deviation 
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Table 2. 3 号試験体 (50 X 40 cm) において測定した厚さと比重

Thickness and specif� gra vity of board in sﾎze of 50 X 40 cm 
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Fig. 2 試験 f'r の採取方法および j享さの測定点、

Cutting of specim巴ns and measuring points for thickness. 

!日 2 cm 

T旦ble 3. 3 ワ試験体 (50 X 40 cm) による曲げ破かい荷重

Br己aking load of bending of boad in siz記 of 50 X 40cm 

pt/pι 

i出げ般かい荷主 (kg)
Breaking load of bending 

年}

カラマツ (A)

カラ 7 ツ (B)

カラマツ (C)

アカマツ (D)

アカマツ (E)

水 S号 D. : Standard deviation 

ih¥ 
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5.3 曲げ強さの測定

5.3.1 JIS}¥ 1408 による試験

Yド毛セメン卜板の強さを求めるために，一般におこなわれている JIS }¥ 5404 に規定されている，

JIS A 1408 (建築用ボード類の曲げ試験方法〉による曲げ試験をおとなった。とれは 50X40cm の試験

片 (3 号試験体〉にスパン 40cm で中央!と集中荷重を加えて， 破かい持の荷重:蚤を求めるものである。

結果を Table 3 Iこ示す。

5園 3.2 小試験片による曲げ強さの試験

木毛セメント仮内の不均一性と，比重，強さとの関係を調べる目的で 5 X 35cm の小試験片による曲

げ試験をおとなった。

Fig.2 IL示すように 182 x 91 cm のセメント板の長辺方向， すなわち製造時の流れの方向に良さをと

った小試験片を「たてj とし，それと直角の方向を「よと」とした。

測定は 200C 65% RH のもとでおこなわれた。中央集中荷重で，スパン 30cm，中央荷重点の移動速度

を 5mm/分とした。測定器は島津オートグラフ 1S-5000 であるo 曲げ強さ，曲げ弾性率を Table 4 fこ示

す。各クツレープごとに比重 (d) と強さかB) ， あるいは曲げ弾性率 (E) との関係、を調べるために回帰

式と相関係数 (r) を;求めた。なお3 カラマツ (B)，アカマツ (D) の B σB-d の関係を Fig. 3~6 !と

示す。

得られた計算結果をつぎに示す。

Table 4. 小試験片による曲げ強さ，曲げ弾性率

Modulus of 四pture and modulus of 巴lasticity in bending �l1 
small size spec匇en (5 X 35 cm) 

曲げ強さ
比重 (kgfcm2)

Speci五c gravity 乱10dulus of 
rupture in bending 

曲げ弾性;.f
(103 kgfcm2) 

Modulus of 
il1 b巴I1ding

Sample 

i武 市ヰ

?て

標準偏差|平均値
S. D.* � Av邑rag邑

て Longitudinal 

カラマツ(}\)
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アカマツ (E)

0.42 
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0.51 

0.51 

0, 45 

よ

0.055 

0.062 
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0.041 

1.33 

2.02 

3.30 

3.12 

L 70 

こ Tral1sverse 

カラマツ(}\)

カラマツ (B)

カラマツ (C)

アカマツ (D)

アカマツ (E)

キ S. D. : Standard deviat卲n 

0.39 

0.42 

0.48 

0.45 

0.42 

0.051 

0.037 

0.054 

0.042 

0.037 

3.83 

90 

4.71 

6.31 

~.54 

O. 79 

1. 21 

1. 64 

1 島 41

1. 32 

6.97 

9.37 

10.18 

13.93 

14.37 
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speci日c gravity 
(transv己rs巴).

0.60 0.50 0.40 

宮 pl ll:: ific 暗 ravi咋

0.30 



カラマツ間伐材より製造した実大サイズの木毛セメント板の性質(1%木・大諒) -159-

(イ) 比重と曲げ強さ

カラマツ (A)

タ ア (f B= 78.934 d --21. 556 r=0.786 

'" コ σB=50. 832 d~ 12園 920 r=O.678 

カラマツ (B)

タ ア σß=92. 306d-24. 722 Y口 0.772

ヨ コ σB=60. 680d~ 15.852 r=O.457 

カラマツ (c)

タ ア σB= 1l8. 220d-4L 261 r=0.819 

ヨ コ (fB=35. 366 d-6. 688 グエ 0.407

アカマツ (D)

タ 7 σ B=92. 431 d-19. 064 r=O.682 

ヨ コ ぴB=87. 116d--25. 442 r=0.593 

アカマツ (E)

タ 7 ぴB=109.268d~27.749 r=0.758 

ヨ コ σB=50. 072 d~6圃 386 r=0.412 

(ロ〉 比重と曲げïJ4'lt~:率

カラマツ (A)

タ 7 E=20. 539 d-6. 213 fニ 0.844

ヨ コ E=12.194d-3.414 r=O圃 787

カラマツ (B)

タ 7 E=26.008d-7恥 687 r=0.797 

:3 コ コ 万二~18.606d-5.601 r=0.566 

カラマツ (c)

タ 7 E=36. 752 d-12. 441 f 二"0盈 881

ヨ :ユ E=9.988d-1.275 r=0.332 

アカマツ (D)

タ ア E=29. 348 d-6. 009 r=0.617 

ヨ ゴ E=21.159d-5.117 r=0.644 

アカマツ (E)

タ ア E=33.830d-9.122 r=0.817 

ヨ コ E=21. 426 d-4. 385 r=0.606 

5.4 難燃性試験

JIS A 1321 による難燃性試験と， 難燃性化関係が深いと考えられる灰分についての測定をおこなっ

た。 ζれらの試験については，一般市販の木毛セメント板(記号T) に対するふU!I::もおこなった。 mffi燃t少

試験においては，比重が難燃性 lこ大きな関係、をもつものと考えられるので， 22 X22 cm の試験片の比重に

よってグソレープ分けをし，各グループごとに 3 枚ずつ試験をおこなった。カラマツ (B) は比重 O.37'~
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0.38, 0.43 , 0.51 の 3 グループ，アカマツ (D) は， 0.36 , 0.39 , O. 51.~0. 52, O. 55~0. 56 , O. 63~ 

0.64 の 5 グループ歩 (T) は 0.53 と 0.59 の 2 グループである。結果を Table 5 に示す。

灰分測定は 22 x 22cm の試験片をあらかじめガスど遺熱とによって形をとどめなくなるまで焼いてか

ら，電気炉中で 700DC， 60 分間加熱して灰分量を求めた。結果を Table 6 1，と示す。灰分は試験片の全乾

重量lζ対する灰分量の割合である。

Table 5. 難燃性の試験結果
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j主) Notes) 

ζれらの試験項目は J15 A 1321ぺ975 にためられているもので，難燃木毛セメント板については次の備がさめられ
ている。

These tost items are provided according to JIS A 1321-1975 ; the limits of these iτems for woo合wool

cernent board applied to 畳間-proof use are shown as fol1ows : (Grade 2 incombust兊ility) 

1) Tc 3 分以上 九 above 3 min. 

2) td・ o 100 以 f td・{} below 100 

3) 発:煙係数 60 与を ζ えではならない Fuming factor (CA) less than 60 

4) 残 炎 30 秒以上あってはならない Duration of after寸!aming less than 30 sec 可

は〕 九 加熱試験開始後から， 1)1 ~立の混!t -1時間前線が椋準温度目;'J'ì司自線を ζ えるまでの時間。

*2) td ・ 0

The time until the time-temperature curve at the exit of the te8t furnace exceeds 

the standard time-temperature curve from the 8tart of the heating te8t , 

排気の混度。時間iItJ紋が標準温度. 1I;'f問曲線を ζ えたのちの同曲線!とよってかζ まれた出

演(温度畠分)。

The net area (degree司自国) surrounded hy thc ti夜間 temperature curve at the exit 

of the test furnace and the sta口dard time-temperature curve, where the time “ 

temperature curve at the exit exceeds the standard time-temperature curve者

ネ3) 7è :t!lìI係数 燃焼によって生じる煩の濃JS[喜子ノJミすもので下式によって定義される。

CA=240 log 10/1 

1~ 骨;燃焼~~\j~，抗日の光強度

f 幽燃悦試験中の一段小の光~1t[立

Fuming fac�r (CA) 

寸his fac!or indicates the density of smoke generated hy combu8tion, it is defined 

by the following formula ; 

CA=240 log 10/1 

10 膏 intensity of thε Iight at the 5tart of tho heating 108t 

1: minimu由 intensity of the light during the heating tost 

*4) 残 炎 加熱終丁後の残炎l時附。

Dur品tion of af ter-自ammg

The duration of after-flaming after the heating te8t 

*5) 設量減少率 加忍武験による;主豆減少率

支援減少率(%)ニ100(Wo - W)/Wc 

Wo : 試験)'，の試験前の霊議

W: 試験片の燃焼試験後の重量生

Weight 1088 The weight 1088 is calculated by the following formula ; 

weight 1088 (%)=100 (WQ- W)/Wo 

W� : initial weight of the te8t specimen 

W : weight of the test specimen after the heating test 

*6) 裏温皮(裳面空間温度) 試験片主frffiから lcm はなれたところの最古品]史。

Temperature of the hack face 

The maximum temperature during the heating test at the point being one 

centimeter from the back fa印 of the test specimen 

Table 6. i火分

Ash 
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6. 考察

6.1 カラマツ材の硬化不良の問題

ζれまでカラマツ材はセメントの硬化不良をおこすため，木毛セメント板の原料としては，忌避されて

きたが， カラマツ幼齢間伐材から， かなり良好な曲げ強さをもっ製品を造ることができた。 3 号試験体

(50 X 40cm) では Table 3 に示すように，アカマツ (0) の山げ破かい荷重，たて 57.7kg，よ ζ38. 1 

kg 1乙対して，カラマツ (B) はョたで 41. 2 kg，ょこ 27.7kg を示した。 ζ の fn立はアカマツの約 70% と

なっている。 また小試験片 (5 X 35 cm) による曲げ強き， および弾性率の結果についても T且ble 4 に

示すように，カラマツ (B) の値は，アカマツ (0) の約 65% になっているO これらの値は比重が異なる

ため，出げ強さと比重，弾性率と比重の回帰式によって，カラマツ (B)，アカマツ (0λ アカマツ (E)

について，比重 0.55 Iこ換算した値を求め， Table 7 Iご示した。これによると 3 カラマツ (B) の曲げ強

さの「たてJ はアカマツ (0) の 82.0;;弘 「よ ζJ は 78.996 となり，カラマツ間伐材はアカマツの約 80

%の強さを示している。また曲げ弾性率については， カラマツ (B) の「たて」は， アカマツ (0) の

65.3% , íょこ J は 71. 0% になっており p 由げ0b\í性率の低下は p 曲げ強さにくらべて大きい。乙れらの

ζ とから，カラマツ間伐材にはセメントの正常な硬化を妨げる因子はあるが，製桜のうえで致命的なもの

ではないと考えられる。

カラマツ材のセメント硬比不良の主要な原因物質である多糖類の含有量について，林産化学部IC依頼し

て測定した分析結果を Table 8 Iこ示す。間伐材の多糖類の含有量はアカマツの 2 倍で，成:+: (40 年生)

Table 7. 比重 0.55 Iζ換算した曲げ強さ，

曲げ弾性率
Modulus of ruptur巴 and modulus of 
elasticity in bending converted by 
formulae in 5. 3. 2) at 0.55 in specific 
gravity 

試料

Sample 

カラマツ (B)

たで Longitudinal

ょこ Transvers巴

アカマツ (0)

たて Longitudinal

ょこ Tr品目svers巴

アカマツ (E)

fこて Longitudinal

ょこ Transv巴rs巴

Table 8. カラマツ，アカマツ中の糖矧

合有:塁

Polysaccharid巴 cont邑nts in 
Karamatsu and Ak呂matsu

TlJ扇=玄有一亘一
試料 I Polysaccharide 
Sampl巴|叩ntents

ー し 型亙盈
カラ 7 ツ心材 (40年生)
Karam昌tsu:

Heartωwood 
(aged 40 years) 

カラマツ辺@心材(14年生〉
Karamatsu: 

Heart-and 
sap-wood 
(agεd 14 years) 

アカマツ辺・心材 l 
Akamatsu: 5.4 

H巴art.. and 
S且p-wood

51. 5 

1
 

l
 

11 
一

相I出は 48 時間
Exlraction : 48 hr 
糖定量はブェノーノレ硫酸法による 15)

Quantitative analysis of polysaccharide : PhenoI 
sulfuric acid method 
糖類含有量は木粉 1 g Iこ対する糖類の議 (mg)

Polysaccharide contents ; Polysaccharide weight 
in mg per one gramm of dry wood 
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の心材の約三05ぢである。なおこの 40 1ド生成;，1q立

幼{鈴木と同じ若干馬県沼m計十牛若管内で昭和 49 '司令

6 月 lと採取したものマある。

約 1 年間枯らしておいたカラマツ CC) の曲げ

破かい荷量についてはず之lble 3 の値にみられる

とおり，カラマツ (B) より改評されている。カ

ラマツ Ý)J齢木 1[-' の鋭化 1;日従物質である多絡組の合

有益が，成本心材 {;]l iこ比べて少なければ，いわゆ

る[枯らし」などの処院を合めて，カラマツ刊伐

三十二はアカマツなどと!1r' JIJ するととにより p 実用に

なる木毛セメント板を作るととができると考えら

れる。

6桐 2 ;;ド毛長の影響

ホ;毛長 45cm のものと 22.5 cm のものとについては， Table 3 の世j げ破かい荷車の fたてj と「ょこ i

1、ahle 9. rtll(ア強さ， àtl げデ)i 問)~\における

たで・よと比

The ratio of longitudinal to transvers己
in modulus of rupture (1J"l!a't) and 
modulus of elasticity (EtJEt) 

i弐
性
け
・
比
\
υ

弾
お
て
の
包

げ
に
た
ζ

丸

曲
率
る
よ
f
し

大
三
七
レ
ふ
\
ノ

強
け
@
比
ん
列

げ
お
て
の
ん
川

曲
に
た

ζ
(

カ フ 7 ツ (A)

カ プ マツ (B)

カ フ 7 ツ CC)

アカマツ (0)

アカ マツ (E)

1. 65 1. 75 

1. 98 :2. 11 

1, 86 1. 80 

2.04 2.04 

1.47 1.33 

のよ七に示きれているように， 45cm のアカマツ (D) に対して， 22.5cm のアカマツ (E) では，「たて i

と「よと」の後さの奈が小さくなっている。

小試験片 (5 x 35 cm) における I-tこでj と「よと j の rlll げ強さ， および出げ弾↑司令半の比を Table 9 

1と示した。 と乙でも， ;，1('主主主 22.5 cm の (E) において， 製造方rt'リによる市l げ強さおよび弾性本の呉ブJ

性が木毛;尽 45cm のものに比べて p 悲しく改善されていることが示されている。

本毛の長短が， Iftl げ強さにおよ{ます影響については， すでに高野ら14) の報子fがあり多 オミモ長 22.5cm

では 45cm!と対して低下はみとめられないとされている。本実験においても， 50 x 40cm の試験片の値

では低下はみられず，むしろ増加しているよう lともみられるので，短縮による強度低下はないものと考え

ら t'tる。

災大セメント板の 1 枚あたり重量のばらつき (Table 1) , および 3 号試験休の厚さおよび比五:のばら

つき (Table のについてp アカマツ (D) とアカマツ (E) を比較すると， .+こτ61三の 22.5 cm のものの

ほうが， 45cm のものより，それらの偵の均一性がよ目している ζ とがわかる。

これらのことより，オミ:毛長を 45cm から 22. 5cm Iとすることによって， 1. J京さ，比主の不1::C)--[止が改

善されL， 2. 曲げ強さの，たて・よこの先は少なくなり， 3 世l げ強さの低下はおこらないととがわかった。

6.3 セメント量の楚

カラマツ (A) はカラマツ (B) に対して約 596セメント遣が少なし、。 (A) は実験のはじめに，製造

ラインが言'-!j!jÎ通りに動くまでに造られたものである。セメント置の約 5 郊のJtは曲げ強さにおいて，切ら

かに大きな売を造っている ζ とがわかる (T乱ble 3, 4) 。

6.4 難燃性

カラマツ (B) はすべてy，jf燃性試験に介格しなかった。 アカマツ (D) については， J:じ?を 0.55 以上の

もの以外は，同様に合格しなかった。 r1îlV.-Z品 (T) についてはヲ上回 0.53 と 0.59 の 6 検体のみであった

が，ともに合格しなかった。

]IS A 5404--1979 において， よもセメント j疫の Hi格がJ七 rE: iとより， !l'it燃月gc 断ft，'!\JT1!ζ分けられており，
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厚さ 20mm のものは難燃用としては比重 0.55 の J2U なければならないことになっている。アカマツ (D)

の比重 O圃 55 以上ムのものが 6 検休とも企格しているのにもかかわらず，丁目販品 (T) では比重 0.59 のもの

が 3 検体とも td ・ 0 と残炎で不合格であった乙とは， 今後の問題として，検討されなければならない。

なお， ζ の試験における比重とは， 22 X 22cm の主ft燃試験用の試験片の比重を示しているが， JIS で規

定されている「かさ比京 j は， 182 X 91 cm の 1 枚の木毛セメント板の重量を多面積と厚さで除したもの

をさしているのでP とれまでに示した木毛セメント板の不均一性の大きいことから考えると，平均的な値

である一枚の板の「かさ比重j の債より，かなり比重の小さい部分，すなわちY!fト燃性の上からは欠陥とな

る部分が存在している可能性が高いことが惣像される。木毛セメン卜 7阪の難燃性の保証については，特に

I句ー↑4，の向主が重要であるといえる。

灰分については，それが直接原料況合時のセメントと木材の割合を示すものではないが，おおよそ，そ

の倍を示すものと考える ζ とができる。}lS A 5404-1979 でまjA燃J性木毛セメント板でセメント 60% 以上，

断熱木毛セメント板で 5596 以J ーと 1見定されているO この実験で求めた備は， いずれも 55労 j孔とで=あっ

7こ。
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The Qualities of Wood開wool Cem叩t Board (182 x 91 cm) 

made of Young Karama﨎u (Lαlix leptolepis) 

Jun TAKAGI(l) and Akio OKURO(2) 

Summary 

This report describes the quality of a wood-wool cement board prepared from K呂ramatsu

and Akamatsu in a board factory. 

ln this e文 periment ， the following investigations were c昌rri巴d out : the inhibition of cement 

harden匤g caus邑d by Karamatsu, the 匤fluence of the length of wood-wool and the ﾍncombusti 

bility of the wood-wool cement board‘ 

Karamatsu (La円必 leþtolepis) aged 14 years and Akamatsu (Pinus densiflora) aged 20 01 80 

years w巴re used in these experiments. In bending strength the wood-w()ol cement board made 

of Karam品tsu had about 80% the value of th日 Akamatsu boarc1. In Kar日m乱tsu， th巴 inhibition

of c巴ment hardening was caused by 呂 kinc1 of polysaccharide. Thεh巴呂rt wood of Karamatsu 

agec1 40 years containec1 51.5 mg!g of the polysaccharide, the young Kar乱matsu agec1 14 years 

containec1 11.1 mg!g and Ak呂matsu cont乱inec1 5.4 mg!g. In Karamatsu , the wood-wool c町nent

boarc1 preparec1 at one year after cutting indicated better strength than the boarc1 pr日pared

at 40 c1ays after cutting. The inhibition of cement hardening caused by young Karamatsu was 

not 80 evic1ent as th巴 inhibition shown by ac1ult Karamatsu. Anc1 it was effective for the 

reduction of th巴 inhibition of cement harc1ening to leavc th巴 Karam且tS11 log in the factory 

yarc1 for one year“ 

The wood-wool ccm巴nt bo呂rd made of wooc1-wool bcing 22.5 cm in length indicatec1 better 

homog叩eity in terms of thickness anc1 specif� gravity th乱n the boarc1 mac1e of wooc1-wool 

being 45 cm in length. And th巴c1i妊erence betw即日 transverse strength and longituc1inal 

告trength was reducec1 by shortening the length of th巴 wooc1司wool.

Thc �combustibility of wooc1-wool cement board was inftu己nced by th巴 sp巴ci五c gravity of 

the bo日 rd. The tested boards exccpting Akamatsu boarc1s more than 0.55 in speci五c gravity 

coulc1 not pass the stanc1ards in the items ()f td'8 and c1uration of after四五aming.
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